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（仮称）新斎場整備に係る PFI手法の活用に関する要望について 

 

相模原市におかれましては、日ごろから市民生活の向上のため、市内産業の

振興に尽力されますとともに、相模原商工会議所事業にご指導・ご協力をいた

だき厚く御礼申し上げます。 

さて、商工会議所法に基づく市内唯一の地域総合経済団体である相模原商工

会議所では「活力あふれる中小企業と元気な地域の実現」を目指して、民間企

業の挑戦を後押ししながら、本市経済のさらなる活性化に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

こうしたなかで、市内では高齢化の進行に伴い、令和９年度には火葬需要が

現市営斎場の火葬枠を超過するとの予測や、今後、現市営斎場の大規模改修等

の必要が生じることから、「新たな火葬場整備基本構想（平成２６年５月策定）」

による基本計画の検討が進められていることと存じます。 

つきましては、「（仮称）新斎場」の整備に関して、民間活力の活用と地域

産業振興の観点から、ＰＦＩ手法を用いた整備を前提として、ＳＰＣ（特定目

的会社）の組成等において中小企業を含めた地元企業の参画が可能となるよう、

下記のとおり要望を取りまとめましたので、特段のご対応を賜りますよう宜し

くお願い申し上げます。 

 

記 

 

Ⅰ．（仮称）新斎場の整備手法について 

 

Ⅱ．（仮称）新斎場の整備に係る地元企業等の参画について 



 

Ⅰ. （仮称）新斎場の整備手法について  

 

１．「相模原市ＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入優先的検討方針」に基づいたＰＦＩ手

法の導入を積極的に取り図られたい。 

 

２．本市初のＰＦＩ手法の導入にあたっては、中小企業、地元企業にとって、

受注機会の減少につながらないよう、相談窓口の設置や地元企業を対象

としたノウハウ習得のための勉強会を開催するなど、特段のご配慮をい

ただきたい。 

 

 

 

Ⅱ. （仮称）新斎場の整備に係る地元企業等の参画について  

 

１．「相模原市ＰＰＰ／ＰＦＩ地域プラットフォーム」をはじめとした、公民

連携の取り組みを一層推進し、情報の共有化とＳＰＣの組成に向けたネ

ットワークづくりに支援いただきたい。 

 

２．雇用機会の確保・拡大、税収の増加等、地域経済に様々な波及効果をも

たらす観点から、整備手法に拘わらず地元企業の受注機会の確保が図ら

れるよう配慮いただきたい。 

 

以上 

 

（本件担当） 
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